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★★始業式から３週間・・・今の気もちはどうかな??★★ 
 先週の全校朝礼では、生活指導主任の伊藤先生から、

上原中で誰もが安全にかつ安心して過ごせる環境づく

りのためのお話がありました。さて、覚えていますか？ 

 

・ルールを正しく守ってこそ 

・人を不快にする言動、大丈夫？ 

・暴力は絶対にやらない。体だけでなく、心まで傷つける 

・人の身体、持ち物に触らない 
 

授業での話し合い活動も増えてきて、クラス内でのコ

ミュニケーションも徐々に広がってきた頃かと思いま

す。５月に入るこの時に、今一度、自分自身の姿を冷静

にふりかえってみましょう。 

それぞれ具体的な場面での姿が思い浮かびますか？

朝の登校、教室移動、チャイム前着席、授業態度、休み時

間・昼休みの過ごし方、HB の使い方、委員会や係活動、部

活動、そして仲間との関わり方・・・。どうですか？でき

ていることは、継続させ、改善すべき点は、どうすれば

変えられることができるか、ベストな方法を探していきま

しょう！先生たちも、皆さんがこの上原中で最大限成長できる環境を一緒に整えていきます！ 

 

★★5/1（月）～5/5（金）の時間割 GW週～★★ 
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 このゴールデンウィークを使って、４月からの心と体をリフレッシュさせましょう！ 

生活リズムは乱れないように！まとまった時間で、復習をするチャンスに！！>0< 
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★★作文 『２年生になって』 Part1★★ 

 「初心忘るべからず」皆さんも知っているこの言葉。何事においても、始めた頃の謙虚で真剣な気

もちを忘れてはいけないという意味が込められています。今回は、皆さんが書いた「２年生になっ

て」の作文から、一部抜粋して紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★5/8（月）～5/13（土）の時間割 土曜授業あり★★ 
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 土曜授業 

 

 

 

 

★★保護者の皆様へ 修学旅行費用の積立のご案内について★★ 

昨日、来年度の修学旅行費用お支払いについてのご案内の文書を配布しました。概算費用

は 65000円を予定しております。書面の QRコードでWeb申し込みができます。一括

ではなく、積立を希望されるご家庭は、申し込みの期日が５月１９日（金）までとなっておりま

す。期限を過ぎますと、直前期で一括でのお支払いとなりますので、ご注意ください。 

（前略）最後に三つ目は、「自分がやられて
いやなことは相手にしない」ということで
す、暴力や悪口はもちろん、自分では周りの
人が気にならないことが気になってしまう
ことがあるので、周りが気にかけないこと
も、自分がいやだと感じたら気にかけて、誰
にでも優しい人になりたいです。 

（前略）私が校内で困っている時、迷ってい
る時に、自分から声をかけることがなかなか
出来ず、廊下で友人と立ち止まっていたら
「どうしたの？」と声をかけてくれる人いま
した。『先輩』です。自分から声をかけられ
ない中、声をかけ、私たちの行きたいところ
まで連れていってくれました。その先輩はも
う卒業してしまいましたが、もう一度会っ
て、お礼を言いたい、と思うほど、尊敬する
先輩です。そんな存在に私もなりたいです。        
（後略） 


